
                                                                                                                                                                                                                                                

                                                                                                                                                 

                                                                                                                                                               

                                    

    早いもので､2回目の美化活動を計画しています｡前回の反省点として､本社工場の担当が､ 

常陸青柳駅周辺で､一週間ごとに美化活動をしてもごみがないことから､今回は期間を長くする 

ことにしています｡那珂川の堤防付近は前回に比べると草が増えています｡ごみを見つける事が 

    難しくなると思いますが､可能な範囲内で対象地域を広げて対応したいと思います｡心配なのは 

    気温です｡暑い日が９月も続くと考えています｡台風の接近なども想定されます｡いつもより早めの 

    活動を計画した場合は､健康面も考慮しますので､安全な作業をよろしくお願いします｡                                                                             

  ダンボールの中の梱包材分別してください                                        

     以前にもお伝えしましたが､リサイクルするダンボールの中に､ビニールやエアキャップがある 

    時は分別をお願いします｡分別できないときは､ダンボールのフタをしないで置いてください｡ 

      部署によっては置く場所が限られていますので､難しい場合は相談してください｡気づかずに 

  業者に運んでしまうことを一番心配しています｡大きい梱包材は､置く場所に困ると思いますが 

      中に入れたまま運んでしまい､問題になりかけました｡お互いの手間を少しでも省くためにも､ 

ために､日常の声かけなど密にして行きましょう｡ いつでも気軽に声をかけてください｡                                                                                                                  

   電気使用量ピンチの連続です       

         電気使用量の目標は、６月までは何とか達成して来ましたが、残念ながら８月は大幅に目標値を 

       オーバーしてしまいました。原因は連日の猛暑です。ほぼすべての部署で、エアコン稼動率が 

      １００％になっています。桁外れの高温多湿で、水戸でも最大３７℃を記録しています。このような 

       状況で、皆さんに設定温度の話をすることは､大変つらいのですが､暑いと感じたりする体感は     

       個人差があり､フロアの中でも温度がまちまちです｡できれば､涼しいところがあれば､その空気を上手く 

   入れ替えて､同じような温度にすることが理想です｡各職場で工夫して､少しでも快適な職場を目指し 

   できれば､わずかに1℃でも､設定温度をあげて､節電につながるようお願いします｡ 

環境コラム ｢異常気象｣                

      近頃の暑さは本当に異常です｡地球温暖化ではなく地球沸騰化と言う人も出て来ました｡ 
       台風６号は､Ｕターンして再度沖縄を襲い､大きな被害がでているようです｡日本だけでなく 

     カナダ､ギリシャでは大規模な森林火災が発生し､異常なとどまることを知りません｡特徴的  

       なのは､今まで災害と､無縁だった地域も､突如線状降水帯の被害にあっています｡秋田が 

       その例といっていいでしょう｡安全な場所などないと考え､自分の回りにある､小規模な河川 

     ガケなど確認する必要があります｡自分は大丈夫といった訳のわからない自信は､この際 

                                                                                  全て捨てましょう｡地域で発行しているハザードマップを確認して対応を考えておきましょう｡  

最高責任者のコメント  ｢環境活動とＳＤＧs｣    

昼礼時､ウクライナ情勢を話題にしている｡こうした紛争が地球環境に影を落としている  

   ことは間違いない｡ＳＤＧsが目指していることは､世界の平和が維持されることだ｡環境も 

   同じ方向を向いている｡環境とは直接関係ないような､貧富の問題､男女間格差の問題も共に 

   元を正せば､要因は同じだ｡人が繫栄を求めれば､負の結果として､生きる環境が脅かされる｡ 

   地球上のすべてが､幸福であり続けることは難しい｡環境が少しでもよくなるよう願いつつ 

   私たちにできることを､地道に積み重ねて行きたい｡ 

   ２０２３年度環境目標達成状況         

今月の環境目標は､ 

電気使用量が未達でした。 

節電にご協力ください。 

 

 


